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．背景・ねらい１

環境にやさしい酪農を行うためには、地域全

体でふん尿利用を適正化する必要があります。

しかし、それには草地区分、土壌診断など総合

的な圃場診断とふん尿利用計画作業を担う農家

支援体制の組織化と人材育成が不可欠です。そ

こで、近隣の農協と連携して農家支援体制を組

織し、施肥管理技術を伝達して人材を育成する

など、農家支援体制構築と運営を支援して、地

域における養分管理の適正化に取り組みまし

た。この活動の中から、酪農地帯において地域

主体で環境改善を実践するためのマニュアルを

策定しました。

２．技術内容と効果

１）酪農地域が主体的に環境改善を実践できる

、 、ように 以下のように農家支援体制を構築し

運営します。

(1)環境改善の必要な地域で主体性に活動でき

。る組織を核とする農家支援体制を構築します

(2)農業試験場や農業改良普及センター等、施

肥管理技術を有する者を講師として、表1のカ

リキュラムによって施肥管理技術者を少なく

とも3人育成します。

①草地区分実習は、年3日3年間（半日を1単位

として18単位程度）を目処とします。

②土壌およびふん尿採取実習はそれぞれ初年

目１日間で十分です。

③施肥設計・ふん尿利用計画実習は年2～3日

間で3年間を要します。

表１．酪農地帯の施肥管理技術者育成カリキュラム

実習科目
単位数

1)
内容 単位数

1)
内容 単位数

1)
内容

草地区分 6
講師主体の

草地区分 6
受講者主体の

草地区分 6
受講者単独の

草地区分

土壌採取 2
講師とともに

土壌採取
←---- 実務に移行 ------→

ふん尿採取 2
講師とともに

ふん尿採取
←---- 実務に移行 ------→

施肥設計 4～6

①計算演習

②講師主体の
計画立案と
農家への
説明・調整

4～6

受講者主体の

計画立案と

農家への

説明・調整
4～6

受講者単独の

計画立案と

農家への

説明・調整

1) 1単位は半日を目安とする。

1年目 2年目 3年目



、(3)協力的な農家が多い地域をモデル地域とし

地域のふん尿利用の改善活動を行います。

① 地域内の農家の飼養頭数、面積、土地利用

区分、土壌理化学性、ふん尿の化学性、ふん

尿施用履歴等を調査し、各農家の施肥設計と

ふん尿利用計画を立案します。各作業にはそ

れぞれ表2に示した程度の労力が必要です。

、②定期的に参画農家に対する報告会を開催し

活動内容と結果について説明を行います。

２）999haの草地を有する14戸の酪農家集落を

モデル地域とした上記支援活動の結果、93%の

農家が慣行施肥に何らかの変更を加えるように

なりました（図1。これにより、リン酸では）

施用量が大幅に削減でき、窒素とカリでは適正

施用量の割合が増えるなど、圃場の養分管理が

適正な方向に変化しました（図2。）

３．留意点

酪農地帯の指導機関が環境改善活動を組織的

に遂行するために活用します。

図１．モデル地域の酪農家14戸における
施肥改善計画の採用状況
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図２．モデル地域における農家支援活動による養分施用量の適正化状況
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表２．施肥設計およびふん
尿還元計画支援作業量

2-3年に1度は各圃場の施肥設計を
見直すことが望ましい

0.3～0.5
人日/戸

計画の
立案・調整

0.1人日/戸
分析

5000円/点

ふん尿採取

0.5人日/戸
分析

2000円/点

土壌採取

0.5人日/戸
草地区分

0.3～0.5
人日/戸来歴聴取

労力作業内容
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